
さまざまな困難や不安を抱える女性のための就労支援事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,298 千円

交付金額 1,149 千円

事業番号 ３

◆ ひとり親やコロナ等による女性の失業率の上昇により、社会参画や職業

生活が困難となっている女性が増加している状況にあり、「女性版骨太の方
針」においても、女性の経済的自立が重点事項として挙げられていることか
ら、就業困難となっている女性を就業に結び付けるための取組が必要
◆ これまでのワークショップへの参加により、今後の働き方の見直しや再就

業に向けた前向きな行動に結び付くなど、参加者からのニーズ・評価も高い
ことから、令和６年度においても継続して開催し、女性の就労に向けた行動
への後押しが必要

◆ 様々な課題や困難、不安を抱える女性に対する就労支援のた
めのワークショップや個別相談を開催
◆ 女性が就業するうえで直面しやすい「仕事と育児・介護等の家

庭生活との両立」や「多様な働き方」等の課題の解決に直結した
テーマを中心に研修内容の充実を図るとともに、県内各地域（県
央、県南、沿岸、県北）での開催により、県内全域での就労支援
を展開

様々な課題や困難、不安を抱える女性が、自分自身の気持ち
を整理して前向きな気持ちで就労に向かえるよう、テーマ別の
ワークショップの開催やキャリア・コンサルティングを実施し、就
労に向けたマインド向上を図るもの。

◆ ワークショップ参加者数
 目標 のべ160名 ⇒ 実績 のべ81名

◆ ハローワーク、マザーズハローワーク等の相談機関
◆ 各市町村男女共同参画担当部局
◆ ジョブカフェいわて等の支援機関

◆ 参加者アンケートの結果、「自分に自信を持って頑張りたい」「

自分も大切にすべきと理解した」「自分で抱え込まず、意識して周
りに手伝ってもらうようにしたい」「自然と笑顔になった」「楽しく幸せ
な時間を自ら増やして生きていきたい」「地域社会に出ていくことの
重要性を知った」といった前向きな感想が寄せられ、参加者の就
労に向けたマインド向上に結び付いた。

◆ 様々な課題・困難を抱える女性が自分自身の気持ちを整理し
て就労に向かえるよう、継続的な支援が必要



事業の概要

３ さまざまな困難や不安を抱える女性のための就労支援事業

ひとり親やコロナ等による失業等により就業が困難となっている女性を対象とした就労支援セミナーや個別相談を
開催し、就労へ結び付けるためのマインド向上を促す

女性のためのキャリアデザイン（就労支援ワークショップ）
【県央地域（盛岡市、滝沢市）】 のべ8回 参加者数：のべ46名 【県南地域（一関市】 のべ4回 参加者数：のべ18名
【沿岸地域（宮古市】 のべ2回 参加者数：のべ10名  【県北地域（二戸市】 のべ2回 参加者数：のべ7名
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